
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査のお願い 

 日頃から市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

現在、彦根市では、「彦根市人口ビジョン」（以下、「人口ビジョン」という。）および「彦根市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」（以下、「総合戦略」という。）の策定を進めています。 

「人口ビジョン」については、本市を取り巻く人口動態の現況を明らかにし、課題を解決するための

方向性を検討するとともに、市民の意識・希望や施策効果を加味した中長期的な将来人口の推計を行い、

本市がめざすべき方向や将来展望を示す必要があります。 

また、「総合戦略」については、彦根市総合計画に基づくまちづくりを基本としながら、今後、より一

層、地域性や拠点性などを高め、自立的かつ周辺自治体、地域との連携を深めるなど、中長期的な視点

から、人口ビジョンの将来展望を実現する方向性や施策を企画立案する必要があります。 

 この調査は、満 18 歳～49 歳の市民のみなさまの中から無作為に抽出された 3,000 人を対象に意見を

お聞きし、新しい計画づくりに役立てるために行うものです。回答は無記名です。集計結果は統計的に

処理し公表させていただく予定ですが、個人が特定されることはありませんので、率直な意見をお聞か

せください。ご協力をお願いします。 

平成 27年 7月   彦根市長  大久保 貴 

 

記入にあたってのお願い 

○封筒の宛名の方が答えられない場合、ご本人に代わってご家族の方がお答えください。 

○ご回答は設問ごとの指示に従い、番号または文字に○印をつけてください。 

○この調査票は、８月２４日（月）までにご記入のうえ、同封の返信用封筒に入れて、ご投函くだ

さい。切手は不要です。 

○ご不明な点がございましたら、以下の連絡先までお問合せください。 

 彦根市役所 企画振興部 企画課 

TEL：0749-30-6101 FAX：0749-22-1398 

 

結婚・出産・子育てに関するアンケート調査 
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 １ あなた（回答者）ご自身について 

 

問 1 あなたの性別は。＜○は１つ＞ 

 1．男性   2．女性 

 

問 2 あなたの年齢は。＜○は１つ＞ 

 1．18～24歳   2．25～29歳   3．30～34歳   4．35～39歳 

 5．40～44歳   6．45～49歳 

 

問 3 あなたが現在住んでいる小学校区は。＜○は１つ＞ 

  1．城東 

  7．旭森 

 13．亀山 

2．城西 

8．城陽 

14．高宮 

3．城南 

9．若葉 

15．稲枝東 

4．平田 

10．金城 

16．稲枝北 

5．城北 

11．鳥居本 

17．稲枝西 

6．佐和山 

12．河瀬 

18．わからない 

 

問 4 あなたは彦根市に住んで、通算何年になりますか。＜○は１つ＞ 

 1．3年未満 

4．10～20年未満 

2．3～5年未満 

5．20～30年未満 

3．5～10年未満 

6．30年以上未満 

 

問 5 現在のお住まいの種類はどれですか。＜○は１つ＞ 

1．持家（一戸建て）             2．持家（マンション等） 

3．民間の借家（一戸建て）          4．民間の借家（マンション、アパート等） 

5．公営の借家（市・県営住宅、公団住宅等）  6．社宅、公務員宿舎 

7．間借り、住み込み             8．その他（具体的に           ） 

 

問 6 あなたの家族構成は。＜○は１つ＞ 

1．単身世帯（本人のみ）    2．夫婦のみの世帯    3．二世代世帯（親と子） 

4．三世代世帯（親と子と孫）  5．その他（具体的に                  ） 

 

問 7 あなたは結婚していますか。＜○は１つ＞ 

 1．結婚している（事実婚を含む）    問 8へ 

 2．結婚したが、死別・離婚した     問 13へ 

 3．結婚したことがない（未婚）     問 9へ 
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[問 7で「1．結婚している（事実婚を含む）」と答えた方にお聞きします] 

問 8 あなたの家庭における就労の状況は。＜○は１つ＞ 

1．共働きである（パート・アルバイト・在宅勤務などを含む） 

2．配偶者（パートナー）のみが働いている 

3．自分だけが働いている 

4．自分も配偶者（パートナー）も働いていない 

5．その他（具体的に                                 ） 

⇒問 13 へ 

[問 7で「3．結婚したことがない（未婚）」と答えた方にお聞きします] 

問 9 あなたは、結婚したいと思いますか。＜○は１つ＞ 

1．とても結婚したい 

2．できれば結婚したい 

3．あまり結婚したくない 

4．結婚したくない 

 

[問 9で「1～2」と答えた方にお聞きします] 

問 10 希望として、あなたはいつ結婚したいですか。（予定を含む）＜○は１つ＞ 

 1．1年以内  2．5年以内  3．10年以内  4．10年より先  5．わからない 

 

問 11 現実的に、あなたはいつ結婚すると思いますか。＜○は１つ＞ 

※結婚の予定が決まっている場合は、問 10と問 11 の回答は同じ。 

 1．1年以内  2．5年以内  3．10年以内  4．10年より先  5．わからない 

 

[問 10 と問 11の回答が異なる（希望する結婚時期より現実的に考えられる結婚時期の方が

遅い）方にお聞きします] 

[問 9で「3～4」と答えた方にお聞きします] 

問 12 （結婚したい方）理想の結婚時期に結婚しないと思う理由は何ですか。 

（結婚したくない方）結婚したくない理由は何ですか。   ≪○はいくつでも≫ 

1．結婚するには若すぎるから 

2．結婚する必要性を感じないから 

3．仕事や学業にうちこみたいから 

 4．趣味や娯楽を楽しみたいから 

 5．独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

 6．理想的な相手にめぐり会わないから 

 7．異性とうまくつき合えないから 

 8．結婚資金が足りないから 

 9．結婚生活のための住居のめどがたたないから 

10．親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から 

11．その他（具体的に                          ） 

問 10へ 

問 12 へ 
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 ２ 結婚・出産・子育てについて 

 

問 13 彦根市は子育てしやすい環境があると思いますか。＜○は１つ＞ 

1．そう思う              2．どちらかといえば、そう思う 

3．どちらかといえば、そう思わない   4．そう思わない 

 

問 14 お子さんがいらっしゃる場合、次のどれにあてはまりますか。≪○はいくつでも≫ 

※お子さんがいらっしゃらない場合は、「9」を選択してください。 

 1．3歳未満 

4．中学生 

7．社会人、アルバイト 

9．子どもはいない 

2．3歳以上小学校入学前 

5．高校生、高専 

8．その他（具体的に 

問 15へ 

3．小学生 

6．大学生、短大生、専門学校生 

） 

 

[問 14で「9.子どもはいない」と答えた方にお聞きします] →「9」以外の方は問 20へ 

問 15 あなたは、子どもが欲しいですか。＜○は１つ＞ 

1．今すぐにでも欲しい 

2．いずれは欲しい 

3．欲しい気持ちはある（あった）が、あきらめている 

 4．欲しくない 

 

[問 15で「1～2」と答えた方にお聞きします] 

問 16 できれば第 1子を産むのに望ましい年齢はいくつだと思いますか。＜○は１つ＞ 

 1．10代後半  2．20代前半  3．20代後半  4．30代前半  5．30代後半以降 

 

問 17 希望として、あなたは子どもは何人欲しいですか。＜○は１つ＞ 

 1．1人   2．2人   3．3人   4．4人   5．5人以上（      人） 

 

問 18 現実的に、あなたは子どもが何人できると思いますか。＜○は１つ＞ 

 1．1人   2．2人   3．3人   4．4人   5．5人以上（      人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16へ 

問 19 へ 
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[問 17 と問 18の回答が異なる（希望より現実の方が少ない）方にお聞きします] 

[問 15 で「3～4」と答えた方にお聞きします] 

問 19 （子どもが欲しい方）希望する子どもの数を持たない理由は何ですか。 

（子どもをあきらめている・欲しくない方）子どもが欲しくない理由は何ですか。 

≪○はいくつでも≫ 

1．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

2．家が狭いから 

3．自分の仕事に差し支えるから 

4．自分たちの時間や楽しみを優先させたいから 

5．子育ての精神的、肉体的負担が大きいから 

6．年齢を考えると難しいから 

7．健康面を考えると難しいから 

8．子どもが好きではない、苦手だから 

9．将来の社会に不安を感じるから 

10．子どもがほしいけど、できないから 

11．その他（具体的に                          ） 

12．特に理由はない 

⇒問 28 へ 

 

[問 14で「1～8」（子どもがいる）と答えた方にお聞きします] 

問 20 現在、子育てに関する情報をどのように入手していますか。≪○はいくつでも≫ 

  1．近所の人 

2．友人、知人 

  3．親、兄弟姉妹など家族 

  4．市のホームページ 

5．インターネット（市のホームページ以外） 

  6．雑誌などの書籍 

  7．子育てに関するポスター、チラシ、パンフレット 

  8．地域の子育てサークルなどのグループ・団体 

  9．行政、自治体などの地域の情報誌 

 10．行政や民間の窓口 

 11．その他（具体的に                               ） 

 

問 21 子育てに関する情報に満足していますか。＜○は１つ＞ 

 1．満足している 

2．どちらかといえば、満足している 

 3．どちらかといえば、不満である 

4．不満である 

 

 

 

問 24へ 

問 22 へ 
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[問 21で「3～4」（不満）と答えた方にお聞きします] 

問 22 どのような情報が不足していますか。≪○はいくつでも≫ 

1．子育てに関する施設やサービスの利用案内 

2．講座やイベントの案内 

3．相談の日時・場所・内容等 

4．サークル、ボランティアなどの子育て支援活動に関する情報 

5．学校からの緊急連絡などの安全情報  

6．幼稚園や保育所を選択するための情報 

7．その他（具体的に                              ） 

 

問 23 不足している情報をどのような方法で入手したいですか。≪○はいくつでも≫ 

  1．近所の人 

2．友人、知人 

  3．親、兄弟姉妹など家族 

  4．市のホームページ 

5．インターネット（市のホームページ以外） 

  6．雑誌などの書籍 

  7．子育てに関するポスター、チラシ、パンフレット 

  8．地域の子育てサークルなどのグループ・団体 

  9．行政、自治体などの地域の情報誌 

 10．行政や民間の窓口 

 11．その他（具体的に                             ） 

⇒問 24 へ 

 

問 24 子育てに関する情報提供などの手段で、今後どのようなことを充実すべきだと思いますか。 

≪○はいくつでも≫ 

 1．子どもと一緒に普段よく行く場所（具体的に         ）で情報が入手できる仕組み 

 2．子どものことについて、何でも問い合わせができる電話の設置 

 3．スマートフォンのアプリで市内の子どもに関する幅広い情報が入手できる仕組み 

 4．インターネット（スマホアプリを除く）で市内の子どもに関する幅広い情報が入手できる仕組み 

 5．インターネットで各種申請や利用の申込みができる仕組み 

 6．地域の掲示板や回覧板などでの子育て情報の告知 

 7．子どもの成長段階に応じた適切なアドバイスをもらえる仕組み 

 8．その他（具体的に                                ） 

 9．特にない、分からない 

   ※「1」の場所は、店舗名や施設名など、具体的な名称を記入してください。 
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問 25 子育てに関する悩みや疑問は、どのように解決していますか。≪○はいくつでも≫ 

 1．配偶者（パートナー）に相談する 

 2．子どものいる友人や近所の子育て経験者に相談する 

 3．親、兄弟姉妹などの親族に相談する 

 4．インターネットで悩みや疑問の解決方法を検索する 

 5．本や雑誌を参考にする 

 6．保育士等の先生に相談する 

 7．行政や民間の窓口・電話で相談する 

 8．その他（具体的に                                ） 

 

問 26 今までに、幼稚園や保育所以外での預かりを利用したことがありますか。 

≪○はいくつでも≫ 

 1．ファミリー・サポート・センター（子育て援助活動支援事業） 

 2．ベビーシッター（在宅での保育） 

 3．ショートステイ、トワイライトステイ（子育て短期支援事業） 

 4．その他（具体的に                                ） 

 5．利用したことがない 

 

問 27 今後、幼稚園や保育所以外での預かりを利用したいと思いますか。≪○はいくつでも≫ 

 1．ファミリー・サポート・センター（子育て援助活動支援事業） 

 2．ベビーシッター（民間による在宅での保育） 

3．保育ママ（市町村による在宅の保育） 

 4．ショートステイ（短期入所生活支援事業） 

5．トワイライトステイ（夜間養護等事業） 

 6．その他（具体的に                                ） 

 7．利用したいと思わない 

 

[すべての方にお聞きします] 

問 28 結婚することは何か利点があると思いますか。≪○はいくつでも≫ 

1．経済的に余裕がもてる 

3．精神的なやすらぎの場が得られる 

5．自分の子どもや家族をもてる 

7．親から独立できる 

9．その他（具体的に                      ） 

2．社会的信用を得たり周囲と対等になれる 

4．愛情を感じている人と暮らせる 

6．生活上便利になる 

8．親を安心させたり周囲の期待にこたえられる 

10．特に利点はないと思う 

 

問 29 独身生活には結婚生活にない利点があると思いますか。≪○はいくつでも≫ 

1．行動や生き方が自由 

3．金銭的に裕福 

5．家族を養う責任がなく、気楽 

7．職業をもち、社会とのつながりが保てる 

9．その他（具体的に                         ） 

2．異性との交際が自由 

4．住宅や環境の選択肢の幅が広い 

6．友人などとの広い人間関係が保ちやすい 

8．現在の家族とのつながりが保てる 

10．特に利点はないと思う 
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問 30 晩婚化や未婚化が進んでいると言われる中で、それらの主な原因は何だと思いますか。 

≪○はいくつでも≫ 

1．結婚に向けた行動をする時間的余裕がない 

2．適当な相手にめぐり会う機会がない 

3．相手との人間関係を築くことが面倒または難しい 

4．結婚すること、結婚しないことに世間のこだわりが少なくなった 

5．若者の親離れや親の子離れができていない 

6．家庭をもつ経済力がない 

7．独身の方が自由で気楽 

8．家事への負担感 

9．子育ての経済的負担感 

10．子育ての精神的、肉体的負担感 

11．その他（具体的に                                 ） 

 

問 31 今後、晩婚化や未婚化に歯止めをかけるために特に必要な対策は何だと思いますか。 

≪○はいくつでも≫ 

1．仕事と家庭生活の両立支援 

2．若者の就業への支援 

3．社会全体で若者の自立や子育てを支援する意識づくり 

4．出会いの機会の提供等の結婚支援 

5．結婚の意義やメリットについての啓発 

6．幼少期から学齢期（小・中学校）の子育てにかかる経済的負担の軽減 

7．幼少期から学齢期（小・中学校）の子育てにかかる精神的、肉体的負担の軽減 

8．大学教育費用の負担軽減 

9．その他（具体的に                                 ） 

 

問 32 ワークライフバランス（仕事と生活の調和）を推進するために、企業や事業所に取り組んでほし

いと思うことは何ですか 。≪○はいくつでも≫ 

1．休業制度（育児休業や介護休業など）の拡充 

2．短時間勤務、時差出勤など柔軟な勤務形態 

3．経済的支援（保育料の補助など） 

4．子育て環境の整備（企業内保育所、延長保育など） 

5．在宅勤務や勤務地の限定 

6．子育てや介護などを終えた後の復職支援 

7．職場の同僚や上司の理解 

8．休暇の取得促進、残業の削減促進 

9．その他（具体的に                                 ） 
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問 33 子育てや介護によりいったん退職した方が再就職や起業をするためには、どのようなことが必要

だと思いますか。≪○はいくつでも≫ 

1．出産・育児などで退職した場合の同一企業への再雇用制度の充実 

2．気軽に相談できる窓口の設置 

3．再就職や起業をめざす人に対する子育て支援、保育・介護サービスなどの充実 

4．キャリアアップや能力向上のための学習機会の提供など 

5．実践的能力や知識・ノウハウの習得を支援する短期集中研修などの開催 

6．再就職希望者への情報提供 

7．セミナー開催や相談事業などによる在宅就業者への支援 

8．個別の状況に応じた柔軟な勤務形態（在宅勤務や短時間勤務など）の導入 

9．企業における事業所内の託児施設の整備 

10．その他（具体的に                                 ） 
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 ３ 住みやすさについて 

 

問 34 これからも彦根市に住み続けたいと思いますか。＜○は１つ＞ 

 1．いつまでも住み続けたい 

 2．とりあえず住み続けたい 

 3．できれば他市町村へ移りたい 

 4．すぐにでも他市町村へ移りたい 

 5．わからない 

 

  [問 34 で「3～4」と答えた方にお聞きします] → 「3～4」以外の方は問 36へ 

問 35 何が改善できれば、他市町村に移らずに住み続けることができますか。彦根市が特に改善す

べき分野を選択し、その分野に対するご意見を具体的にご記入ください。 

番号 改善内容 

  

  

  

 

 

  1．計画的な土地利用 

3．総合的な交通体系の確立 

5．文化・芸術の振興 

7．文化財の保存と活用 

9．男女共同参画社会の推進 

11．支え合い社会の推進 

13．安全で安心できる生活環境の確保 

15．活力ある地域産業の振興 

17．雇用の促進と勤労者福祉の充実 

19．市民交流の促進 

2．都市環境基盤の整備 

4．環境保全型社会の構築 

6．歴史まちづくりの推進 

8．人権尊重のまちづくりの推進 

10．多文化共生のまちづくりの推進 

12．保健・医療の充実 

14．生涯学習・生涯スポーツの充実 

16．魅力ある交流の場の創出   

18．次世代育成支援対策の推進 

 

 

 

 

 

問 35 へ 
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問 36 暮らしを豊かにするための意見や提案（アイデア）がありましたら、是非、お聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長時間にわたり、お疲れ様でした。 

ご協力ありがとうございました。 


